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名前から見る古代貴族の家族観 

北京外国語大学 北京日本学研究センター 講師 潘蕾 

 

人の名前は元々群体の中から個体を識別するために、個体専有の符号として作り出され

たものである。しかし、人類の発展に伴って、人名の量・質がともに変化し、次第に識別

以上の付加価値が求められるようになった。付加価値の追求は人類の歴史文化の産物であ

り、この意味では、日本人の名前は日本の歴史文化を映し出す「鏡」ともなっていると言

えよう。本研究では、飛鳥時代から院政時代までの貴族の名前（＝個人名）にスポットを

当て、名前に映し出される彼らの家族観の一端を浮き彫りにした。 

古代日本人の名前についての本格的な研究が江戸中期に始められ、その先駆者的役割を

果たしたのは国学者の本居宣長である。宣長以来、栗田寛（1889）、穂積陳重（1926）、

渡辺三男（1958）、角田文衛（1980）、奥富敬之（1999）、星田晋五（2002）などの代表

的な研究が現れたが、業績が散発的に出ており、最近の研究も少ない状況にあると言わざ

るをえない。したがって、本研究では、先行研究の成果を最大限に活用するかたわら、で

きる限り自分で原典資料にあたって名前の例を集めるようにした。なお、名前の実例が記

載されている文献は主に①主に歴史的事実を記述したもの、②歴史的事実を題材にして作

者の創作をも加えたもの、③ほとんど作者の創作によるもの、の三種類がある。ここでは、

実録の中の名前記述の解読を軸としながら、必要に応じて史実を題材とした物語の中の名

前記述とも比較をし、古代貴族の名前を考察したのである。なお、本研究の対象は古代貴

族の個人名であるが、一言で個人名と言っても、飛鳥時代から院政時代までの貴族の個人

名には幼名、実名、通称、字、号、諡など様々な種類があり、ここでは、その家族観が現

れている実名と通称とを考察の対象としている。 

本文は「古代日本貴族の名前」と「名前から見る古代貴族の家族観」という二つの部分

からなっている。第一の部分では、筆者は実名敬避の制度化、系字命名法の導入、系字命

名法の和風化、系字から祖名継承へ、祖名継承から通字へ、縁の地に因んだ通称の増加、

女性の祖名継承の開始、官職に因んだ通称の増加、通称から家名へといった飛鳥時代から

平安時代末期までの日本貴族の名前に見られるさまざまな現象を具体的に考察した。そし

て、第二の部分では、第一の部分で考察した諸現象を手がかりに、古代日本貴族の家族観

の歴史変遷の一端を探ってみたのである。 
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